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安保法制懇「集団的自衛権行使容認」を報告 

安倍首相 解釈変更を指示 
 

安倍晋三首相の私的諮問機関「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」（安保法制懇、座

長・柳井俊二元駐米大使）は 15 日午後、これまでの政府の憲法解釈で禁じてきた集団的自衛権の

行使を容認するよう求めた報告書を提出しました。憲法改正によらず、解釈変更によって可能とし

ています。これを受け、安倍首相は夕方から記者会見し、政府の考えを説明しました。  

報告書は自衛隊が行使できる「必要最小限度」の措置に集団的自衛権は含まれないとしてきた従

来の憲法解釈は「適当ではない」と指摘。アジア太平洋地域の緊張が高まっていることなどを挙

げ、「今日の日本の安全が個別的自衛権の行使だけで確保されるとは考えがたい」との見解を示し

ました。その上で、集団的自衛権行使が認められるという判断は「政府が適切な形で新しい解釈を

明らかにすることによって可能」との考え方を打ち出しています。 

 

安保法制懇は、もともと首相の私的諮問機関です。14 人の構成員のすべてが集団的自衛権行使容

認の立場であり、その議論は、安倍首相の意図に沿って、どのように「集団的自衛権行使の容認」

に向けて「戦争への道」を開くかにあったといえます。このような一方的な報告に基づく、国民的

議論なしの集団的自衛権行使容認という憲法解釈の変更をわたしたちは決して認めるわけにはいき

ません。 

 

  報告は「国家の使命の最大のものは、国民の安全を守ること」とし、「憲法論で、安全保障政

策が硬直化すれば、憲法論のゆえに国民の安全が害されることになりかねない」として憲法解釈の

変更を迫っています。憲法解釈が閣議決定ですむとするのは、立憲主義の否定であり、憲法の根幹

を壊すものです。 

集団的自衛権を巡る議論のなかで、突如として、「グレーゾーン」という事例が持ち出されてき

ました。だが、それぞれのケースは現行の法制度でも行えることで、それをあえて「グレーゾー

ン」とか「集団的自衛権行使」と称するのは、集団的自衛権行使に執着する安倍総理の面目を保ち

つつ、公明党も反対しにくい事例を探し求めた苦肉の策だ、との指摘もあります。 

わたしたちは、戦争への道を開く集団的自衛権行使容認への憲法解釈の変更を阻止するため、

「戦争をさせない 1000 人委員会」の運動に積極的に参加し、とりくんでいきます。 

（2面 医療・介護一体法案 衆議院厚生労働委員会強行採決 衆議院通過、参議院へ） 
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医療・介護一体法案 衆議院厚生労働委員会強行採決後本会議で成

立、参議院へ、 

しかし参議院本会議でストップ（5月 21 日） 
 

介護保険利用者の自己負担の一部引き上げなどを盛り込んだ「地域における医療及び介護の総合的

な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律案」はさる 5月 15 日の衆院本会議で、与党

の賛成多数で可決、参院に送付されました。 

 同法案は、「増え続ける介護費用の抑制を図りながら、高齢者が住み慣れた地域で必要な医療・介護

サービスを受けられる環境を整える」のが狙いとされています。年金収入 280 万円以上の人の介護保険

の自己負担について、2015 年 8月から、現行の 1割から 2割に引き上げ、また、医療提供体制の整備に

向け、都道府県に基金を創設するとしています。わたしたちは退職者連合「ふれあい速報」にあるよ

うに、介護保険要支援１・２を「給付から事業へ」移管することによる「介護の切捨て」の懸念が

あるとし、反対の行動を重ねてきました。しかし衆議院では委員会の強行採決が行われ、本会議で

成立、参議院に送られました。 

5 月 21 日午前の参院本会議で審議入りしましたが、各議員に配布された田村憲久厚生労働相に

よる趣旨説明に関する資料に、昨年末に成立した別の法律の記述が盛り込まれていたことから、野

党側は同法案の質疑を拒否しました。退職者連合は本法案の成立に反対する民主党を支援し、今後

参議院厚生労働委員会の傍聴行動にとりくむこととしています。 

 

 

「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律

案」概要 

地域包括ケアシステムの構築と費用負担の公平化（介護保険法関係） 

① 在宅医療・介護連携の推進などの地域支援事業の充実とあわせ、全国一律の予防給付(訪問介護・

通所介護)を地域支援事業に移行し、多様化 ※地域支援事業：介護保険財源で市町村が取り組む

事業 

② 特別養護老人ホームについて、在宅での生活が困難な中重度の要介護者を支える機能に重点化 

③ 低所得者の保険料軽減を拡充 

④ 一定以上の所得のある利用者の自己負担を２割へ引上げ（ただし、月額上限あり）→単身世帯年金

収入280円万以上（法成立後政令で。控除後の合計所得160万円以上で検討されている。もっとも単

純な例だと年金収入のみの人は280万円以上） 

⑤ 低所得の施設利用者の食費・居住費を補填する「補足給付」の要件に資産などを追加→個人金融資

産1000万円超の人には補足給付しない。 

 

   

http://www.jiji.com/jc/giin?d=2109d322d69223fc7761e902d83ae84b&c=syu&rel=ja
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第 3回傍聴行動報告■衆議院厚生労働委員会 

庶民の声無視許さない！ 
多
数
の
横
暴
！ 

法
案
、
自
公
が
強
行
採
決 

 

介
護
保
険
制
度
か
ら
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
離
し
、
市
町
村
に
移
管
す
る

こ
と
な
ど
を
柱
と
す
る
地
域
医
療
・介
護
総
合
確
保
推
進
法
案
を
審
議
し
て
い

た
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
は
、
五
月
一
四
日
午
後
、
自
民
・公
明
両
党
が
審

議
を
打
ち
切
り
、
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。
退
職
者
連
合
は
こ
の
法
案
は
、
「社

会
保
障
制
度
の
明
ら
か
な
後
退
で
あ
り
、
撤
回
す
べ
き
だ
」と
し
て
、
民
主
党
委

員
を
激
励
す
る
た
め
委
員
会
傍
聴
行
動
を
連
合
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
日
の
採
決
強
行
は
、
民
主
党
な
ど
全
野
党
が
審
議
不
充
分
と
し
て

▲委員会傍聴参加者を前に決意を語る民主党山井議員（右）。中
央は連合平川局長、隣は連合花井総合政策局長、左は退職者連
合の菅井事務局次長。（5月14日、衆議院議員面会所） 

反
対
す
る
中
で
の
暴
挙

で
あ
り
、
社
会
保
障
を

充
実
す
る
た
め
に
消
費

税
を
増
税
し
た
と
い
う
国

民
へ
の
約
束
を
破
る
も
の

で
、
到
底
容
認
で
き
な
い

も
の
で
す
。
退
職
者
連
合

は
、
政
府
・
与
党
に
強
く

抗
議
し
ま
す
。 

介護保険制度から要支援サービス切り離し 

おかしいぞ？ 社会保障充実のために 消費税増税したのでは･･･。 

 

民
主
党
奮
闘
、
全
野
党
が
採
決
反
対
の
中 

地域医療・介護総合確保推進法案 

 

午
前
八
時
半
、
衆
議
院
議
員
面
会

所
に
は
、
連
合
、
退
職
者
連
合
な
ど

大
勢
の
傍
聴
参
加
者
が
詰
め
か
け
、

平
川
則
男
連
合
生
活
福
祉
局
長
の
司

会
で
意
思
統
一
の
た
め
の
集
会
を
開

催
。
連
合
か
ら
は
花
井
圭
子
総
合
政

策
局
長
、
退
職
者
連
合
か
ら
は
菅
井

義
夫
事
務
局
次
長
が
共
に
闘

う
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
行
い

ま
し
た
。 

ま
た
民
主
党
委
員
を
代
表

し
て
山
井
和
則
衆
議
院
議
員

が
「
介
護
制
度
か
ら
要
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
切
り
離
す
法
案

を
本
日
、
政
府
・
与
党
は
質

疑
を
打
ち
切
り
、
強
行
採
決

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
許
せ

な
い
。
法
案
に
は
全
野
党
が

反
対
だ
。
皆
さ
ん
の
傍
聴
参

加
は
、
本
当
に
あ
り
難
い
。

民
主
党
は
し
っ
か
り
闘
っ
て

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。 

 

現
退
一
致
で
取
り
組
み 

 
 
 

６
７
名
参
加 

 

こ
の
日
で
三
回
目
と
な
る

国
会
傍
聴
行
動
で
し
た
が
、

連
合
と
退
職
者
連
合
が
連
携

し
て
現
退
一
致
で
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
ま
し
た
。
委
員

会
は
、
午
前
と
午
後
開
か
れ
、

連
合
、
退
職
者
連
合
、
日
本

介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
な

ど
延
べ
六
七
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

民
主
・
山
井
議
員
が
決
意 

http://tr.jtuc-rengo/
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西 

 

大

  大西健介議員        長妻昭議員        山井和則議員       柚木道義議員        中根康浩議員 

午
前
の
質
疑
で
は
、
民
主
党
の

柚
木
義
道
議
員
、
中
根
康
浩
議
員
、

長
妻
昭
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
田

村
厚
労
大
臣
に
法
案
の
撤
回
を
せ

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
中
根
議

員
は
「
こ
れ
に
は
一
九
本
の
法
案

が
一
つ
に
束
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
二
八
時
間
し
か
議
論
で
き

き
て
い
な
い
。
一
本
の
法
案
あ
た

り
審
議
時
間
は
た
っ
た
一
時
間
四

七
分
だ
。
強
行
採
決
は
決
し
て
と

っ
て
欲
し
く
な
い
。
質
問
と
田
村

大
臣
の
答
弁
が
す
れ
違
っ
て
い

る
。
す
れ
違
い
は
時
間
を
か
け
て

給
付
は
抑
制
、
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
、
自
己
負
担
は 

増
大
。
も
っ
と
議
論
を 

委員のご質問に

ついては、見解の

相違でございま

す。 

本音は財政抑
制、社会保障
費の削減だﾖ。 

 

討
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
せ

ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
社
会
保

障
充
実
の
た
め
に
消
費
税
が
あ
げ

ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
給
付
は
抑
制

さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
、
自
己

負
担
が
増
え
た
。
問
題
だ
。
国
民

は
納
得
し
て
い
な
い
。
法
案
は
財

政
抑
制
が
ね
ら
い
で
は
」
と
追
及

し
ま
し
た
。 

長
妻
議
員
も
「
要
支
援
、
介
護

予
防
が
こ
れ
ま
で
の
給
付
か
ら
自

治
体
の
事
業
に
移
る
の
は
問
題

だ
。
大
臣
は
、
野
党
の
懸
念
を
少

し
は
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
。
論
点

は
ま
だ
あ
る
」
と
姿
勢
を
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。 

    

午
後
に
は
安
倍
晋
三
首
相
が
政

府
を
代
表
し
て
出
席
。
傍
聴
席
は

立
ち
見
も
含
め
て
ぎ
っ
し
り
埋
め

つ
く
さ
れ
ま
し
た
。 

民
主
党
柚
木
義
道
議
員
と
大
西

健
介
議
員
が
首
相
へ
の
質
問
に
立

ち
ま
し
た
。「
消
費
税
の
上
が
っ
た

分
は
、
社
会
保
障
費
に
回
っ
て
い

な
い
の
で
は
。
国
民
は
不
信
感
を

持
っ
て
い
る
」（
中
根
議
員
）「
認
知

症
へ
の
初
期
対
応
で
問
題
が
提
起
さ

れ
て
い
る
。
一
回
の
総
理
答
弁
だ
け

で
採
決
は
、
大
き
な
禍
根
を
残
す
」

（
柚
木
議
員
）
な
ど
、
二
人
の
追
及

に
安
倍
首
相
は
「
見
解
の
相
違
だ
」

と
開
き
直
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

▲厚労委員会に出席して、民主党の質問に答

弁する安倍首相。右後ろは田村厚労大臣（５月

１４日、衆議院） 

追
及
に
開
き
治
る 

 
 
 

安
倍
首
相 

 

◀厚労委員会で後藤茂之

委員長（自民）に詰め寄

り、強行採決に抗議する

野党議員のみなさん。 

（5月14日、午後4時40分。

衆議院） 

▼厚労委で奮闘した民主党の各委員の皆さん方 
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柚木道義議員 

 

 

 

 

 

中根康浩議員 

 

 

 

 

  

 長妻昭議員 

 

  

                    

                                    

       

山井和則議員 
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■
第
２
回
傍
聴
行
動
報
告 

 
<

衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会> 

要
支
援
切
り
で
認
知
症
予
防
対
策
が
手
薄
に 

民
主
党
が
介
護
保
険
制
度
改
悪
反
対
で
追
及 

 
  

傍聴席の熱気が必要（山井議員） 

行動開始にあたって衆議院議員面会所に集

合した傍聴参加者を前に連合の平川則男生活

福祉局長、退職者連合の羽山治美事務局長がそ

れぞれあいさつ。民主党からは山井和則衆議院

議員が駆け付けて「傍聴席の熱気が必要だ。私

たちも頑張る」と連携した取り組みの意義を強

調しました。 

 委員会では民主党の柚木道義衆議院議員、長

妻昭衆議院議員、中根康浩衆議院議員、山井和

則衆議院議員の４委員が、介護保険給付から要

支援を切り離すのは認知症予防対策に逆行す

るものだとして厚労省・与党を厳しく追及しま

した。 

 長妻昭議員は質問の冒頭、「本日も傍聴席には多くの当事者、関

係者が来ている。国民も注視している。今回の法案で要支援の打

ち切りで介護給付がなくなり、地方の事業になる。認知症予防対

策という最も重要なところが手薄になってしまう。来年4月以降、

かなりの混乱が起きる恐れがある。要支援打ち切りを考え直して

ほしい」と田村厚労大臣にせまりました。次回は、5月14日（水）。

午後からの委員会には、安倍晋三総理が出席予定。 

退
職
者
連
合
は
、
五
月
九
日
午
前
九
時
か
ら
二
回
目
と
な
る
衆
議
院
厚
労
委
傍
聴

行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
行
動
に
は
退
職
者
連
合
関
係
二
十
五
名
、
連
合
関
係
九
名
、

日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
関
係
七
名
の
合
計
四
十
一
名
が

参
加
し
、
現
退
一
致
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。 

写真右は議面であいさつする羽山事務局長
（中央左）と平川局長（中央右）。5月 14日 

要支援打ち切り考え直せ（長妻議員） 

  

質
問
に
立
っ
た
民
主
党
各
委
員
。（
発
言
順
）  

  

委
員
会
が
開
か
れ

る
国
会
議
事
堂
。 

http://tr.jtuc-rengo/

